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本書は個人住宅建設に伴う平成 17年度の富山市内遺跡の発掘調査報告書である。

発掘調査は、文化庁の国庫補助事業として富山市教育委員会が実施した。

本書で報告する遺跡の名称 。現地調査期間・整理作業期間および発掘調査面積は次のとおりであ

(発 掘 調 査)平成 17年 9月 6日 ～平成 17年 9月 16日   95だ
(出土品整理)平成 18年 7月 11日 ～平成 18年 3月 28日

(発 掘 調 査)平成 17年 9月 6日 ～平成 17年 9月 16日   94ポ
(出土品整理)平成 18年 10月 21日 ～平成 18年 3月 28日

調査担当者

砂川カタダ遺跡    富山市教育委員会 埋蔵文化財センター  学芸員 中本人穂 近藤顕子
西二俣遺跡 富山市教育委員会 埋蔵文化財センター  学芸員 鹿島昌也
5 現地発掘調査及び出土品整理に際し、下記の諸氏、諸機関に指導協力をいただいた。
記して謝意を表します。 (敬称略)

富山県教育委員会文化財課、富山県埋蔵文化財センター、富山市東老田町内会、富山市西二俣町

内会

6 出土品及び原図・写真類は富山市教育委員会が保管している。
7 本書で用いる座標系は世界測地系に準拠した。方位は真北、水平基準は海抜高である。
8 本書の執筆は、中本、鹿島、近藤が行い、各々の責は文末に記した。
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I 遺跡の位置と環境

i)砂川カタダ遺跡

砂川力タダ遺跡は富山市街地から南西約1lkmの富山市東老田地内に所在する。東老田地区は呉羽山
丘陵西側に広がる射水平野の南奥部に位置し、背後にはなだらかな射水丘陵が控える。集落の西側には鍛

冶川が北流する。遺跡付近の標高は約Hmで、現在周辺は畑地・果樹園として利用されている。
弥生時代には射水平野の沖積低地上に集落が営まれ、遺跡周辺の塚越A遺跡〔富山県教委 1992〕 。東老

田 I遺跡では粘土採掘穴、東老田Ⅱ遺跡〔富山市教委 2000b〕 では溝が確認されている。

呉羽山丘陵西部から射水丘陵東部にかけては奈良～平安時代の越中における手工業生産(製陶・製鉄。

製炭)の中心地帯であり、遺跡の周囲、半径 1.5 km以内には生産遺跡が点在している。7世紀中頃～8世

紀にかけて遺跡の北西 1.5�の市史跡栃谷南遺跡 〔富山市教委 2002〕 では瓦陶兼業窯が営まれ、8世

紀には西金屋窯跡 〔富山市教委 2000a〕・古沢窯跡などの須恵器窯が構築される。北西 1.2 kmの中老田

C遺跡 〔富山市教委 2000c〕 では複数基の炭窯が検出されており、本遺跡との関係が注目される。

また、南東 600mに位置する花の木 C遺跡では、古代の溝から木製の人形・斎串が出土している〔富

山市教委 2004〕 。

ii)西二俣遺跡

(近藤)

西二俣遺跡は、富山市の北西端部に位置し、調査地の北側 50mには隣接する射水市との境界がある。

遺跡の北側には隣接して県道富山高岡線 (旧国道 8号線)が東西に延びる。

遺跡は射水丘陵の北側に広がる射水丘陵の南東部に所在し、ここを北流する鍛治川 (現新堀川)の

左岸に立地している。標高は約 2m前後を測る。

遺跡の北西約 250mの射水市鷲塚地内には古墳時代の鷲塚遺跡が所在する。西二俣遺跡付近は藤田

富士夫氏によると古代北陸道の白城駅と推定され注目を集めている 〔藤田 2000〕 。

1 砂川カタダ遺跡
2.西二俣遺跡
3 願海寺遺跡
4 東老田Ⅱ遺跡
5 東老田 I遺跡
6 花の木C遺跡
7 西金屋遺跡
8 古沢窯跡
9 栃谷南遺跡
10 中老田C遺跡
11 針原東遺跡
12 鷲塚遺跡
13.白石遺跡
14.東老田Ⅲ遺跡
15 東老田Ⅳ遺跡
16 高木南遺跡
17.中老田Ⅱ遺跡
18 中老田Ⅲ遺跡
19 中老田V遺跡
20 東老田V遺跡
21 中老田B遺跡
22 西金屋Ⅱ遺跡

第 1図 周辺の遺跡位置図 (1:50,000)



本遺跡の南西約 500mの射水市戸破地内には針原束遺跡が所在し、二重の堀で区画された在地領主

の居館と推定されている中世の館跡が発掘された 〔小杉町教委 1994〕。また、北西約 lkmの同市鷲
塚地内の白石遺跡ではL字に区画された館跡が発掘された 〔小杉町教委 1994〕 。一方、遺跡の東約
1.5kmの鍛治川右岸の富山市願海寺地内には戦国期の平城、願海寺城があったとされ、発掘調査では
二重の堀構造を確認し、城の一部と推定されている 〔富山市教委 2003〕 。周辺では城下町の一部と推

定されるL字あるいはコ宇状に巡る溝で区画された城館遺構も発掘された〔富山市教委 2005〕 。(鹿島)

Ⅱ 調査に至る経緯

i)砂川カタダ遺跡

砂川力タダ遺跡は昭和 63～平成 3年の分布調査で確認され、平成 5年 3月 富山市教育委員会発行の『富

山市遺跡地図』に遺鵡 .284として登載された。埋蔵文化財包蔵地の範囲は 74,000ピである。

平成 17年 1月 31日 、富山市東老田地内において、個人住宅建設について埋蔵文化財所在の照会がなさ

れた。建設予定地は全域 (357だ )が埋蔵文化財包蔵地に含まれていたため、同年 3月 4日 に試掘確認調査

を実施し、工事区域のうち 220ピに遺跡の所在が確認された。調査では古代の構が検出され、須恵器土師

器が出上した。

試掘確認調査の結果に基づき、工事主体者と建設にかかる埋蔵文化財の取扱いについて協議し、基礎工

事が遺構面に達することから、住宅建築にかかる95ピについて発掘調査を行うこととなった。

(2)調査の経過

調査は平成 17年 9月 6日 から同月 16日 まで行つた。表土排土は平成 17年 9月 6日 よリバックホウ

を用いて行った。表土除去完了後の7日 から人力掘削による包含層掘削 。遺構検出作業を行い、その

後遺構掘削作業を開始した。遺構掘削作業と並行して測量・図面作成作業を行い、同月 16日 には遺

構掘削を終え、全景写真を撮影した。調査は 16日 に完了した。

遺物整理作業・報告書作成作業は現地発掘調査終了後から平成 18年 3月 28日 まで行った。

ii)西二俣遺跡

西二俣遺跡は昭和 63～平成 3年の分布調査で確認され、平成 5年 3月 富山市教育委員会発行の『富山

市遺跡地図習に遺跡NO.67として登載された。埋蔵文化財包蔵地の範囲は237,000ピである。

平成 17年 7月 28日 、富山市西二俣地内において、個人住宅建設について埋蔵文化財所在の照会がなさ

れた。建設予定地は全域(484∬)が埋蔵文化財包蔵地に含まれていたため、同年 8月 10日 に試掘確認調

査を実施し、工事区域のうち 231∬に遺跡の所在が確認された。調査では中近世の溝が検出され、古代の

上師器、中世の土師器・瀬戸美濃、近世の陶磁器片が出上した。

試掘確認調査の結果に基づき、工事主体者と建設にかかる埋蔵文化財の取扱いについて協議した結果、

基礎工事が遺構面に達することから、住宅建築にかかる94だについて発掘調査を行うこととなった。

(2)調査の経過

調査は平成 17年 9月 6日 から同月 16日 まで行った。表土排土は平成 17年 9月 6日 よリバックホウ

を用いて行った。表土除去完了後の8日 から人力掘削による包含層掘削・遺構検出作業を行い、その

後遺構掘削作業を開始した。遺構掘削作業と並行して測量 。図面作成作業を行い、同月 15日 には遺

構掘削を終え、全景写真を撮影した。調査は 16日 に完了した。

遺物整理作業・報告書作成作業は現地発掘調査終了後から平成 18年 3月 28日 まで行った。(近藤)



Ⅲ 調査の概要

i)砂川カタゲ遺跡

1 基本層序
調査区の現地表面の標高は、8.Om前後を測る。調査区における地層は、部分的に見られる地層や小規模

な遺構埋土を除き、7層に大別できる。2層および 4層の上面で遺構の検出を行った。

1層 :褐灰色シルト(やわらかく、7層のブロックが少量混じる)。 表土・耕作土。 層厚 20～ 70cm。
2層 :暗褐色粘土質シルト(やや締まる)。 層厚 0～ 30cm。
3層 :灰褐色シルト(7層のブロックが混じる)。 SD02埋土。 層厚 0～ 90cm。
4層 :黒褐色シルト(やや締まる)。 SD01埋土。 層厚 0～ 30cm。
5層 :黒褐色シルト(7層のブロックが多く混じる)。 SD02埋土。 層厚 0～40cm。
6層 :暗褐色粘土質シルト(4層よりも締まる)。 層厚 0～ 30cm
7層 :灰黄色シルト。

2 遺構 (第 2図 )
調査区全体で、溝、溝状遺構4条 (SD01～ 04)を確認した。これらの遺構の軸方向は、南西から北東へとる。

そのうち帰属年代の明確なものとしては、昭和前期の粗製ガラス製品及び磁器が出土しているSD03がある。

また、SD03の東側に同方向のSD04を確認した。これらの溝の底には不整形な穴が多く見られ、水利等に利

用されたとは考えにくく、近代以降における農作業に伴うものと考えられる。地元住民からの聞き取り1こよると、

長芋の収穫に同様の連続した穴を穿ったということであり、その所産であると考えられる。

SD01は調査区の範囲上、一方の肩のみを検出したにとどまるため、溝状遺構とする。この北端部では奈

良・平安時代に属する土師器・須恵器の出土が目立つ。

SD02は、SD03を切るように構築されており、SD03の構築された昭和前期以降に構築されたことがわかる。

出上した土器は開削及び埋め戻しの過程で SD01より紛れ込んだものと推定できる。

遺構瞳 検出幅(れ ) 検出長(n 深さ(→
―
軸方向 出土遺物 備考

SD01 不 明 耳12 0 5 北東 弥生・土師器・須恵器 SD02に切られる 古代

SD02 2 3 司¬ 6 0 7 北東 土師器・須恵器 SD01,03を切る 近現代

SD03 0 4 9 3 北東 ガラス製品、磁器 SD02に切られる不整形 長芋収穫溝 近現代

SD04 0 8 3 2 北東 なし 不整形 長芋収穫溝 近現代

第刊表 遺構一覧

3.遺物 (第 3図 )
前述した通り、SD01、 SD02の北部で土師器・須恵器の出土が目立つが、時期幅があり、弥生時代末から

平安時代までのものを含む。弥生土器は後期から古墳時代前期までに収まり、土師器は平安時代に属する

遺物が主となる。須恵器は 8世紀から9世紀の奈良。平安時代に属するものが主となる。

弥生土器・甕 (1～ 3、 5)

6点図示した。1、 2は無文の有段口縁を有する口縁部である。1は口径 11.6cm。 2は口径 13.6cm。 ともに内



外面にロクロナデを施し、外面には煤が付着する。2の頚部内面には横位のケズリを施す。3は日径 17cm。

口縁に 5段の擬凹線を施し、ナデにより調整する。頚部から体部の外面はハケによる調整。内部は体部をハ

ケにより調整する。すべて SD01出土。

壷 (4)

1点図示した。4は壺底部である。内外面ともに斜行するハケロを有する。SD01出土。

5は甕の口縁部。口径 15。4cmを測る。日縁部外面から内面にかけてはナデにより、頚部以下はハケによる調

整を施す。SD01より出土。

土師器 日甕 (6)

1点図示した。口縁部は丸くおさまリロクロナデ。口縁部内面はハケによる調整後、ナデによつて仕上げる。

SD01出土。

皿 (7～ 9)

3点図示した。7～9は柱状高台皿の底部破片である。いずれも底部回転糸切りによるもの。7は側溝掘削

時出土。S、 9は SD01出土。

須恵器 H杯蓋 (10～ 11)

2点図示した。いずれもつまみは欠損し、頂部から口縁端部にかけて残存する。日縁端部を丸くおさめ、

頂部をヘラケズリし内外面をロクロナデによつて仕上げる。10は SD02、 11は SD01出土。

無台坪 (12～ 14)

3点図示した。12,13は底部から体部にかけての破片である。14は口径 12.2cm、 器高 3.lcm。 内外面をロ

クロナデにより調整し、底部はヘラ切りによる。日縁端部に自然釉の付着が見られる。12は SD01、 13、 14は

SD02出土。

lTh(15～ 23)

9点図示した。15は体部下半部以下を欠損する。日径 15,Ocm。 口縁部の器壁は薄く、直線的に立ち上が

る。SD02出土。16から23はいずれも底部から体部にかけて残存するもの。16～ 20、 22は体部下半から高台

にロクロナデを施す。内面はナデによる調整で 18、 20は一部不定方向へのナデによつて仕上げる。21は体

部下半をロクロナデによつて仕上げる。底部は高台接合時にロクロナデを施し、内部は不定方向へのナデと

体部内面のロクロナデによつて仕上げる。23は体部下半をヘラケズリののちナデによる調整を施し、内面を

ロクロナデによつて仕上げる。17は SD01、 16、 18～ 21、 23は SD02出土。

壷 (24)

1点図示した。長頸壷の底部と見られる。台部はナデによつて調整する。内面は不定方向へのナデを施す。

体部下半から高台内部にかけて自然釉の付着が見られる。遺構外より出土。

鉄滓 (25)

1点図示した。この外に3点の出土がある。詳細な観察については第Ⅳ章 i)参照。

4.ま とめ
当遺跡周辺の遺跡と営まれた時期、立地等に共通する点が多く、調査区周辺に弥生～平安時代集落の存

偶 指摘できようが、比較的小規模な調査面積と調査区の大部分を占める近代以降の農作業痕によつて遺

跡の旧地形の復元、土地利用履歴の解明は困難であつた。SD01、 SD02より出土した土器の種類及び帰属

年代は弥生から古代末期に至る非常にバラェティに富むものであるが、現段階ではこれらの遺構の詳細な

性格や状況等を判断出来ない。今後はこれら近代以降の農作業や農業土木等における大規模な土地の改

変や作業の変遷を追うことで、遺跡の立地や環境復元の重要な情報を得られる力乳しれない。 (中本)
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1層 :掲灰色ンルト(やわらかく、7層のプロックが少量混じる)

2層 :暗褐色粘土資シ,レ ト(やや締まる)

3層 :灰協色シルト(7層 のプロックが混じる)

莉酢黒褐色シルト(やや締まる)

5層 :黒掲色シルト側脅ものプロックが多く混じる)

6層 :暗褐色粘土質ンルト(4Eよ りも締まる)
7層 :灰費色ンルト

m

第 2図 砂川カタダ遺跡 遺構平面図、土層断面図 (S=1/80)
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基本層序
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第3図 砂川カタダ遺跡 出土遺物実測図 (S〓 1/3、 3・ 4・ 25は 1/4)
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o             10cm(1/3)



西二俣遺跡

1.基本層序
基本層序は第 1層 (黄色土・宅地造成盛土)、 第 2層 (黒灰色土・遺物包含層)、 第 3層 (淡黄灰色

土・地山層)である。

2.遺構と遺物 (第 4・ 5図 )
発掘調査は、住宅部分 (A区)と浄化槽部分 (B区)に分けて実施した。A区からは溝 (SD)6
条、土坑 。穴 (SKoSX)16基 を検出した。ほかにA区中央南寄りで地山に噴砂と思われる痕跡が
確認された。B区では、包含層から若千の遺物と北束隅に溝か土坑の肩を検出した。

出土した遺物は弥生土器、須恵器、古代土師器、中世～近世土師器、珠洲焼、越中瀬戸焼、近世～

近代陶磁器、骨片、種子、漆器片、赤色顔料、木製品、炭などが出土した。コンテナ箱 1箱分になる。

溝

S D01 南東から北東方向に延びる溝で、幅 0.5～ 0.75m、 深さ 0.05～ 0.2mを測る。延長 8.3mを検出し、

調査区北東外に延びる。溝の方向はN58°  Eを示す。P01付近から北側はやや深さを増す。覆土中から

は、珠洲。中世～近世土師器。近世～近代陶磁器 (1～ 8)の他、瀬戸美濃や越中瀬戸、伊万里などの陶磁

器片や炭、骨片、種子、石、板状木製品、おにぎり状炭化物が出土した。さらには釘やガラス片も混入してい

た。1は中近世土師器のミニチュアの皿かあるいは、口径の小さな器の蓋のようなものと思われる。2は土師

器の底部で僅かに糸切りの痕跡がみえる。3は底部糸切りの中世土師器の椀あるいは皿の底部である。底

部内面および外面に墨書がみえるが釈読できなかつた。4は土師器の日縁部である。3・ 5に比べ色調が淡く

古代土師器の口縁部とみられる。5は土師器壺の日縁部と体部片で、同一回体と思われる。体部外面に二

宇以上の文字がみえるがこれも釈読できなかつた。近世以降の骨臓器と思われる。6は珠洲の片口鉢の口縁

部である。7は不明陶磁器の底部で黄褐色の釉が高台底部以外全面に施される。8は灯明受皿底部とみら

れる磁器で、内面に透明な釉がかかる。他におにぎり状炭化物が出上した。自然科学分析 (第Ⅳ章 主主)参

照)の結果、イネの炭化果実 (炭化米)と同定された。

S D02 s D01と ほば同方向に延びる溝であるが、方位はN40° 一Eを示し、S D01と は並走しな
い。溝の西端部の平面形も方形で始まり、他の溝とやや異なる。幅 0.6～ 0.65m、 深さ0.1～0.15mを

狽1る。覆土は黒灰色シル ト土を基調とする。遺物の出土はなかった。

S D03 s D02と ほぼ並走する溝である。方位はN-49° ―Eを示し、S D02と の心間距離は 10mで

ある。幅 0。 55～0,7m、 深さ0.4mを測る。覆土は黒色上を基調とし、灰色土がブロック上に入る。下

部の黒色土は湧水が認められ、木製品片が出土した。他に須恵器甕の体部片が 1点出土した。

S D04 S D01の 南側にほぼ同方向に走る溝である。方位はN61° 一Eを示す。幅 0.4～ 0.6m、 深

さ 0.08～ 0.lmを沢Jる。覆土は暗灰色を基調とする。非常に浅い土坑状の遺構を切つている。遺物の

出土はなかつた。

S D05 S D01の 北側に近接して並走する溝である。方位はN-58° ―Eを示す。幅 0.3～ 0.4m、 深

さ0.05mを測る。覆土は暗灰色上で、古式上師器片が 2片と須恵器片が 1点出土した。

S D06 s xo5からS D01の方向へ直交するように延びるが同溝に切られている。幅 0。 3m、 深さ
0。 lm以下である。遺物の出土はなかつた。

土坑 B穴

S K01 A区南寄りに位置する。直径約 0.6mの不整円形を呈し、深さ 0.lmを測る。覆土は黒灰色
シル ト土単層で、遺物の出土はなかつた。
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卜15m SD01②
B          P01

Ⅷ

L=15m

D

SD03
D′

1 黒色土 (灰色ブロック土)
2 灰色土 (灰色ブロック上、砂混じり)

1 暗灰色土
2 暗灰色土 (灰 白色土混じり)
3 暗灰色土 (締まる)
4 暗灰色土 (砂混じり)
5 暗灰色粘質上 (灰 白色土プロック含む)

E′

3 黒色粘質土

卜15m   SK02
G

1

1 暗灰色上
2 暗灰色上 (灰 白色粘土プロック含む)

1 黄褐色盛上
2 黒灰色土 (褐色鉄分含む)
3 暗灰色土 (やや黄掲色味を帯びる)
4 暗灰色土
5 暗灰色土 (締まる)
6 暗灰色土 (やや砂混じり)
7 暗灰色土 (灰色砂多く含む)
8 暗灰色土 (砂混じり)
9 暗灰色土 (灰 白色プロック密に入る)

G′

1 暗灰色土 (黄色小ブロック含む)
2 灰色土 (黒色ベースに灰色砂質土大ブロック含む)
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r15m SD01①
A              A′

1 暗灰色土 (やや締まりあり、黄色砂少最含む)
2 暗黄灰色土

ビ15m     SD04
E                       l

第4図 西二俣遺跡遺構平面図 (S=1/100)
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SK02 A区北壁に接し、一部切られている。直径約 0.85mの不整円形を呈し、深さ 0.2mを測る。
覆土は暗灰色土を基調とし、下部には灰白色粘土ブロックが混じる。唐津 (13)や瀬戸美濃片、中世

土師器片、伊万里片、須恵器片、炭、骨片、木片が出上した。13は唐津の皿の底部と見られ、内面は

灰釉がかかり、胎土目の痕跡が 1箇所確認できる。外面は露胎で、高台は削り出し高台とみられる。

S K03 s K01の北西に近接する位置にある。長軸 0,7m、 短軸 0.55mの南側にやや張り出す円形を
呈する。深さは 0.14mを測る。覆土中から須恵器片 (10)、 炭片、木片が出土した。10は須恵器甕の

体部片である。

S K04 s K03の西に位置し、S X04を切る。長軸 0。 7m、 短軸 0.5mの三角形を呈し、深さ約 0。 11
mを測る。覆土中から越中瀬戸 (H)、 古式土師器の甕か壺の体部片が出土した。11は越中瀬戸の火

入れの口縁部で、内外面に鉄釉がかかる。

S K05 s K04の 北に位置する。長軸 0.6m、 短軸 0.35mの楕円形を呈し、深さ約 0.12mを測る。
覆土中から土師器片と被熱した粘土小塊が 1点ずつ出土した。

S X03 s K05の北西に近接する。長軸 0.65m、 短軸 0.45mの隅九方形を呈し、深さ 0。 12mを沢1る。
覆土中から越中瀬戸の片口鉢片、珠洲片、中世土師器片、炭片が出土した。

S X05 s D06に 素がる。長軸 1,15m、 短軸 0,8mの精円形を呈し、深さ 0.06mと 非常に浅い土坑
である。残土中から珠洲 (12)、 古式上師器片、木片、石が出土した。12は、珠洲の片口鉢片で内面

に卸し目がみえる。

P01 S D01に切られる。長軸 0.5m、 短軸 0.4mの精円形を呈し、深さ0.25mを測る。南寄りに木
杭が残つていた。覆土は暗灰色粘質土を基調とし、近世～近代の陶器 (15)が出土した。15は摺り鉢

の底部である。内面全面に卸し目が施される。

包含層

9は土師器の高杯の脚部である。14は越中瀬戸の向付けで、内外面に灰釉がかかる。16は弥生時代後

期の天王山系土器の口縁部である。

3 まとめ
発掘調査で検出された主な遺構は

南西から北西方向に延びる溝跡群と

調査区南西に集まる土坑から形成さ

れる。95.2だと狭い調査区の為、その
サ陛格を決定付けることは難しいが、同

方向に延びる溝群は、射水市と富山

市との境界線の方向や南方を流れる

新堀川承水路の方向とも一致し、地形

に沿つた古い地割を意識した溝跡と

考えられる。溝は現県道の西二俣交差′点方向へ延びる。

一部の溝や土坑からは骨片が10片近く出土した。調査地の東に隣接して現在も墓地が所在する。塁書が

記された土師器は近世以降の骨臓器として利用されていた可合静l■が高い。

出上した土器や陶磁器の構成 (′点数は破片数)をみると、弥生～古墳時代の土器が高い割合を示すがこ

れらは、砕片が多く、角がとれた流れ込み資料が大半と見られる。主体は中世～近世とみられる。遺構の形

成時期も同時期と見られるが、遺物量が少なく、破片資料が多い。溝や遺構の深さも浅く、後世の開発による

削平の影響を受けていたことも推測される。
口C年代沢1定では、溝や土坑出土炭化物は、15世紀中頃～17

世紀中頃の年代を示し、調査地は中世後期～近世前期の集落の縁辺部と考えられる。

西二俣遺跡出土土器・陶磁器の構成

目弥生～吉墳 26点

目須恵器   7点
回中世土師器 17点

国珠洲   コ
団瀬戸美濃  7点
田越中瀬戸 20点
日近世陶磁器 18点

皿伊万里   7点
圏近代陶磁器 4点

田不明   10点

9
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Ⅳ 自然科学分析

i)年代測定渇弱宰分析
i放射性炭素年代測定
(1)予刺斗

パリノ・サーヴェイ株式会社

試料よ、1望 の 4′点である。訂お11は、砂り||カタダ遣動SC.Klの SD01′ラレト内から出上した螂 賠M)外面に付着していた河 際 、古代91鈴己頃

のものと考えられている。試料 2は西ニイ冠瓢榊岬mの SD01 1 63、 試料 3は西二俣遺跡ぐNFhllの SD03、 試料 4は西二俣遺跡Cヾ厠ノDの SXl13卜93か

ら検出された劇 跡僚 、中世～
近世のものと考えられている。

②分析方法

試料よ、超音波煮訪既紫子と酸・アルカリ・的 翻 12N,水醐 ヒナトリウム lN,塩酸 12nにより、不純物を取り除いたあと、グラファイトを何成し、

測潮昭試料とする。測定機翻よ、NEC製彎ンパクト却ャIS・ 1.5SDHを用いる。放射陛炭素の半減期は LIBビrの半減期 5,568年コ剣明する。測定年代は

1950年を基点とした年代(BP)であり、誤差は標準偏差(One s靱,6雛)1こ相当する年代である。暦年較正は、薄りIOCへ郎 ON C凡泥RAT10N

PROGRAM C牡呂雖W50(Copbrf」 at 1986 2005 M箭 五lσ tt PJ ReilneDを用い、言嘘艶し対騨劉諺≧(One説♂0を用いる。

③結果

岡立体効果による補正を行つた測齢 歩構と表 1に示す。謝 11ま 1,695± 25BP、 譜 斗21ま 325± 20BP、 翻 31ま 480± 20BP、 融 41ま 310± 20BP

を示す。測定誤差を oとして計算させた結果、試料 1は cれへD265嗚 95、 試料 2は calADl,5151,634、 試料 3は calADl,4蟄 1,440、 試料 4は

calADl,522-1,641で ある。

1)年代値の算出には、Lbbyの 半減期5568年を使用。

2)BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

3)付記した誤差は、測定誤差σ(測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

2)計算には表に示した丸める前の値を使用している。

3)1桁 目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、1桁 目を丸めていない。

4)統計的に真の値が入る確率はσは68%、 2σ は95%である

5)相対比は、σ、2σ のそれぞれを1とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

2.鉄滓分析結果

(1)烹司畔

試料よ、富山市内の移り|カタダ遺跡から出上したの古代の鉄滓4′齢 よび炉彎キ1′点である。試料 5、 試料6、 試料9は、SD02から検出された難

試料7は SD02から検出された炉壁である。試料8は SD01から検出された鉄滓である。3町箋に供した試料の内容と説麿項目を表3に示す。

②分析方法

‖

|

||

K SD01^ミ ル

NFM SD011-63

試料名
補正年代
rRp、 暦年較正年代 (cd) 相対比 3ode No

試料 1 SGK SD01バミルト内 1,694± 23

Ｄ

〔

Ａ

Ａ

cal AD
rЯl An

,677 0087

119-1
Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

cal AD
cal AD

Ｐ

Ｐ

,691  -
630  -

0189
0811

試料2 NFヽ4 SD01 1-63 327± 2〕

cal AD
cal AD
cal AD

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｐ

Ｐ

ｐ

Ｂ

Ｂ

Ｒ

435  -
409  -

0162
0640
119-2

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ь

Ｂ

4り Z  ~
341  -

0791
0209

試料3 NFM SD03 481こと 21
cal BP  526 -  510 1000

119-3
2 1 000

試料4 NFヽI SX03 1-93 312± 21

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ａ

ｄ

ａｌ

ａｌ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

0747
0042
∩ク,n
119-4

Ы

ａｌ

珂

AD
AD

Ｄ

Ｄ

〔

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｒ

456  -
439  -

0035
0740
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調査試料は外観的指鉄を記録した後、代表的な箇

所を幅 1511m程度に切り取つたも洗浄後、真空下でエ

ポキシ系樹月印こ埋め込み、細結を固起,た。粗研磨は

湿式・仕上げ研磨はダイヤモンドペーストを用い断面

組織を現出し、金属顕微鏡にて断面組織潜男籍記録

した。また、X線マイクロアナライザー(EPMA)にて欄魂鋏物相の剣 階 詞ィ`、各鉱物幅の勝 恰を求め危 以下に使用した装層を示した。分析にあ

たつては、蜘 日鋤テクノリサーチの協力を得た。

少陶詢謗ミ:デジタルカメラ Fulep■k F401型 (富士安 ィルム剣  断面マクロ・ミクロ組織観察 :金属顕微鏡 BX51M型 (オリンパス光詳工
翔 鉱物帽の分析 :X線マイクロアナライザー(EPNLAI Jχ代8100型 (日本電窮鋤

(3)司匿Z全前革拶示まとラ;塚冥

・F言詳斗5

図版 5にクト窃た1新面マクロ・ミクロ組織を、ま

た、表 4に鉱物相の分析結果を示し亀 茶褐

色で大きな空孔や一吉限こ鉄錆と思われる部

鋼 存在する。内吉印よllm前後の木庚粒子

が増誌込み、大小の空子略多く存在し、その

内壁には鉄錆が固着している。空孔が多く緻

密度の低い内吉購進を有する。構成鉱物は、

チタン分を1%暗 むウスタイト、スピネル
構造をしたチタン化合物で、酸化アルミニウ

ムが 8%および 1.5%の酸化マ舛ネシウムを

含むウノウボスピネル、ならびに日罰 灰ヽ色で短 注2:分析箇所は、図1～ 5写真中の分析位置を示す。

薄皮状の鉄錆が多く存在することや大きな箸 膀く存在することなどから、鉄浴表面における活発なガス冊代結晶のファヤライトと非品質珪酸塩からなる。

発生を的 環境汗で生成した鉄津と考えら才しる。

・副 6

圏板 5に外観陛1断面マクロ・ミクロ組縮を、表 4に鉱物相の成分分析結果を示した。茶褐色で響 略少なく光沢を有する級密な塊で、一見、流状滓の

特徴産示す。構成鏃物は、酸イヒアノベニウム迎卿ヒマ舛ネシウムの合言柳ミ8%を含み、試料 5よリチタじ/濃度の高い化合物と、木摺陸 ファヤ7/卜と非

品質珪酸塩からなる。高温度から急冷・固化した産物と考えられる。

・謝 7

図版 5に夕陥諺断面マクロ・ミクロ組翻を、表 4に鉱物相の成分分析結果を示し亀 炉壁内面t卦目当すiる側は黄褐色で、反対側は灰色を劉ムーギⅢこ

発泡がみられる板状の塊である。炉材と鉄滓の接触界面をみると、丸みを帯びた微細なウスタイト結晶と細長いファヤライト結晶ならびに非品質珪酸塩

からなる鉄津細戎であり、組織的特徴からみて鉄分の少ないものである。チタン化(判勿は存在しなく、ウスタイト中のチタン分Ы勤Чこ03%隊 ある。
前記の試料 5、 試科 6とイ渕成分的に異なる。この遺物の断面構造と溶融状態からみて、炉の比較的上音Ⅲこ位撞した炉壁の一部とみらヤしる。

・計畔斗8

図版 5醜 断面マクロ・ミクロ組翻を、表 41鋤 目の成分分析結果を示し監 茶褐色で雉 な空孔神 椀型状鉄洋の破片である。数 100μ m
の球形粒子(湯∋ や鉄鈴を内包した鉄洋である。構成鉱物は、チタン分を7%弘も含むウスタイト、大きく結晶の奏達彰たファヤライトと非品質珪酸塩か

らなる。チタン化合物の存在は確認されなしものの、試料 5と同様の過程で勾戎した産物と考えられる。

・謝 9

園板 5に夕略控断面マクロ。ミクロ組織を、表 4に鉱物帽の鋤 繊 示した。茶褐色で重量感があり、数 100 μ mの如ハ響 隧幹bが、比較白勺

緻密な塊である。構成飲物は、チタン分が 26%を含むウスタイト、細長く発達したファヤライトと非品質的輿気 若干の制時鉄からなり、チタン化合物は

存在しない。,麟的、ゆ 高い難 ある。訂料 8とほぼ同様の劇哺断勤ち勾引ンた産物と考えらヤしる。

以上、5′紗 遺物閉店の結果、試料 5と試料 6は妙 凝固速度が異なるものの、チタじイヒぞ勒笏窮誼サiるほば同様の細成をれ 、鉱物制姥

断面マクロ・ミクロ細織の特徴から呻 産物とみられ亀 また、講 斗8と譜 斗9はチタン化合物の穂 は確誘されなかつたが、ほぼ同様の勾戎過

程の産物とみらオqノ亀

一方、試料 7の炉壁片は炉壁のあ融触 らヽみて、比較的炉の上部の破片とみられたが、固ヨンていた鉄洋を構成する鉱物相のうち、ウスタイト中

のチタン分が03%と少なく、他の遺物 4点と異なる細或であつ亀 これらのチタン化合物の有無およびチタン分のき はヽ、原料に向 のゝ素材が用

いられたためと考えられ、精錬の時期や遺構間の違いなどを反映している可能「リミある。

×43× 32、 1037
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ii)炭化物分析と上壌分析
1西二俣遺跡出土のおにぎり状炭化物について

株式会社 古環境研究所

筋 鞘

試料は、西二俣遺跡SD01か ら出土したおにぎり状炭化物である。種実同定、樹種同忠 灰像分析 術ψ憂題剣彩渕り を行つ亀

②方法

種実同定については、試料を肉眼及び双眼剣褒際傲鏡で観察し、形態的将致および現生標本との対
'い

こよつて同定を行つ亀 樹種同定については、落

射顕微鏡によつて50～llXXl倍で観察した。灰像分析については、電気炉灰化法 650℃・6時間)によつて灰化した後、オイキットで封入してプレ/パラ

ートを約成し、偏光顕微鏡を用いて lCXl-400倍の倍率で観察し危

③結果

車本1分類群が同定された。以下に同定の恨拠となる形態的特致を講 。なお、灰像分析

儒勁従國剣″彰潮⊃ では、明瞭な灰像組織や植物珪酸体は検出されなかつ危

〔靱

イネ 鈎効 stt L 炭化果実 條朝) イネ科
炭化しているため黒色である。長楕円形を呈し、胚の部分がく麒帆 表面には数本の筋が

走る。試料は炭化し集塊状で観察可能な面及び大きさ等からイネ果実と同定される。わずか

に穎の痕跡も認められる。

黙 ? ⑤那s9

肉眼での観察において、薄け形伏を示す植物遺体が折り重なり塊状になつたものが観察さ

れる。顕微鏡下の観然においては、道管篭喫雑薪酬包などの組織は見られず、木材の形質を

呈していなしち以上の形質より、木材以外の草本などの植物遺体と考えられる。

④考察

分析の結果、西二俣遺跡 SD01出上のおにぎり状炭化物は、イネの炭化果実 (炭化米)と

同定され危

2砂川カタダ遺跡における植物珪酸体・花粉・珪藻分析
①謎斗

分析試榊よ、砂川カタダ遺跡SD01 4層と5層から採取さVII計 2′点である。

②分析法

a植物珪酸体分析 :キ由出と定動ま、ガラスビーズ法 隊 ,1976)を用いて行つ危 同定は、
4KXl倍の偏光頭微鏡下で、おもにイネ科檀物の脱鏃剛包1こ由来する植物珪酸体を対象として

行つ亀 計数は、ガラスビー剰□数が4CXl以上になるまで行つ危 試料lgあたりのガラス

ビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビー剰□数の比率をんヽすて、試料lg中の値

物珪酸体個数を求めた。また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (10と阿

と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体1個あたりの植物体乾重、単位 :10 5glを力ヽすて、

単位面積で層厚 l crnあたりの植物体生産量を算出し危 タケ亜科については、植物体生産量

の推定値から期 の比率を求め亀

b花紛分析 :分離抽出は、中村 (1973)の方法をもとに行つ亀

c珪藻分析 :珪藻の抽出を行つた後、検鏡による同定を生物頭微鏡61111～ 151Xl倍で行つ亀

についてはプし/パラート全面について精査を行つた。

③分析結果
a植物珪酸体分析

1)分類群 :分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下

のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その結果

を表1および図1に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を

甫 筍

〔イネ科〕イネ、キビ族型、ヨシ属、ウシクサ族A(チガヤ属な

ど)

〔イネ科―タケ亜科〕チマキザサ節型 (ササ属チマキザサ節。

チシマザサ節なD、 ミヤコザサ節型 (ササ属ミヤコザサ節なD、

おもな分類群の推定生産量 卸 立 :kyゴ c0

表1 砂 Hカタダ自加とおける植吻醐甥粍朝絆

検出密度 伸位 :× 100佃②
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表2 砂)||カ タグ遺跡における
"郷

醐

マツ属複維管束囲属

スギ

イテイ科イヌガや辞 とノキ科

1

13

l

19

4

ヤナギ属            4    3
ハンノ刊目           10   20
カバノ判属                  1
クマシ刻酷アサダ         1
クリ                    48     120

ライ属              3    3
ブナ属                     1
ヨナラ属ヨナラ亜属        11    42
ニレ藤ケヤキ                 2

トチノキ            3    5

トネツコ属                   1

林 ・ 勒

クワ群 イラクサ科

鶉

1/Fネ科―そ卿閻 表皮詑d庶 棒状珪酸体 いも皓偕斜野縣田

胞由剰 、茎都過只 鶉

2)植物珪酸体の検出状況 :5層では、ミヤコザサ節型が多量に

検出され、チマキザサ節型も比較的多く検出された。また、ウシ

クサ族Aなども検出され亀 4層でも、おおむね同様の結果であ

るが、イネ、キ副史虫 ヨ↓刀高が出現している。イネの密度は早∞

働gと比較的高い値であり、稲作跡の検証や探査を行う場合の判

断基準としている3J帥OIMgを上回つている。おもな分類群の確定

生産量によると、5層ではチマキザサ節型やミヤコザサ節型が優

勢であり、4層でイよイネが優勢となっている。

b摺%漸
1)分類群 :出現した分類群イよ 樹木花粉 14、 樹木花粉と草本花

粉を含むもの2、草本花粉 13、 シダ植物胞子2形態の計31である。

分析結果綾 2に示し、花粉数が llXl個災ヒ計隊された識 につ

いては花紛総数を基数とする図花粉ダイアグラムを示した。主要

な分類群について頭微鏡写真を示す。以下に出現した分類群を記

坑

的 マツ属複維管束亜属、スギ、イチイ科―イヌガヤ科

―ヒノキ科、ヤナギ属、ハンノキ属、カバノキ属、クマンガ高

―アサダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、ニレ

属―ケヤキ、 トチノキ、 トネリコ属
隣琳花粉と草本花粉を含むもの〕クフ科―イラクサ科、マメ科

陣本格鯛 イネ科、カヤツツグサ科、タデ属、タデ属サナエタ

デ節、アカザ科―ヒユ科、ナデシヨ科、アブラナ科、アリノト

ウグサ属―フサモ属、チドメグサ亜科、セツ亜科、タンポポ亜

科、キク亜科、ヨモ刊高

〔シダ植物胞子〕鞠 薄泡子、索 潮泡子

2)花粉群集の特徴 :5層では、樹木花粉の占める害1恰が草本花

粉よりも高し、樹木花粉では、クリが優勢であり、コナラ属コナ

ラ亜属、ハンノ刊同、スギなどが伴われる。草本花粉では、イネ

科やヨモギ属が比較的多く、カヤツリグサ科などが伴われる。4

層では、草本花紛の占める害確ヽ が高くなる。草本花粉では、ヨモ

ギ属、イネ科が優占し、アブラナ科、タンポポ亜科、カヤツリグ

サ科、セリ亜科などが低率に伴われる。樹木花粉では、クリ、コ

ナラ属コナラ亜属、スギ、ハンノキ属などが出現する。

c妥鏡扮浙

1)分類群 :表 31彰測訛 果を示し、主要な分類群について顕微

鏡写真と討 。

2)珪藻群集の特徴 :4層 と5層では、陸生珪藻の脱筋た純物

め ,ヽ 内b肋 力 激 ヽ ハ耽 蕨 励 励 、 n物 励

の カカ、貧塩陣 鰺水生働 で口 く,磁 】肋 肋 う,嚇 、
励 陶 力  靱肋 r、 物 肋 力 胸力岱 物 が 検 出 され た が 、 い ず れ

もわずかである。
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④まとめ

a檀物騨卿彬潮前 らヽ推定される腱 環境

SD01 5層の堆積当時は、ササ属 はマキザサ節やミヤコザサ節なDを主体としたイネ科植生であつたと考えられ、比較的乾燥し麟 あつたと推

定される。花粉分析ではクリ林やナラ林などの森林の分布が推定されていることから、これらの林床植生などとしてササ属が生育していたことが想定さ

0 0
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表3 初 ||カタダ遺跡における鰤 礁果

北壁溝1条 lSD01)

4層   5層

† I I .I fl%卜 尊綿

イtる。

4層の時期には、調査囲司辺で稲作が行われていたと考えられ、そこから何らかの形で遺構

内にイネの植物珪酸体が混入したと推定される。また、周辺にはササ属 (チマキザサ節やミヤ

コザサ節など)力く多く分布していたと考えられ、部分的にヨう刀高などが生育する湿地的なとこ

ろも見られたと推定される。

b拗 から推定される植生と環境

SD01 5層の蜂積当時は、イネ科やヨモコ高などが生育する日当りの良い乾燥した環境であっ

たと考えられ、周囲にはクリ林を主としてナラ類 (コナラ属ヨナラ硼副、ハンノ刊同なども生

育する庵鞠輝罰朝柳潮滞していたと推定される。4層の時期には、イネ科やヨモ刊Rな どが

生育する草原的なところが拡大したと考えら財k周囲に分布していたクリ林やナラ林は縮小し
たと推定される。

c珪藻分析から推定される堆積環境

SD01 4層と5層では、避藻があまり検出されないことから、堆積環境の推定は困難である。珪

藻が検出されない原因としてイよ珪藻の生育に適さない乾燥した堆積環境であったことや、水流に

よる淘汰を受けたこと、ELSの堆積速度が速かつたことなどが考えられる。いずれにしても、遺構

内部は常時席水するような供況ではなく、時期や季節によつて短期間滞水する程度であったと考え

らオtる。

ili)砂川カタダ遺跡 出土須恵器 の蛍光X線分析 株式会社 古環境研究所
1.試料および方法

醐 影膏試器2点 ρttH:SD01、 試料2:SDl12出土)である。エネルギー分散型蛍光X線分

析装置 (日本電聖難 JSX3201)を用いて、元素の同定とFP法による定瑚 千を行つた 側定条

件 :測定時間6tXl秒、照射径211-、 電圧30kV、 試料室内翼∋。なお、ダイヤモンドカッターを

用いて須恵器片のコア部分を抽出して測定を行つ危

2 分サ称辞穐およ睦

土器 0台3_lに含まれる元素のうち、カジウム lKl、 カルシウム ⑤ 、ルビジウム ⑩ 、ス

トロンチウム lsrlの 4元素は土器胎上の地域l■を示す有効な因子とされており、K20℃ aO分布

図やRb29翫O分布図を主な指標として土器の産地同定が行われてい

る。三辻による解析法イ罰評寄群斗 l」Gl)と対象試料との蛍光X線強

度比を基準にしており、%濃度による元素細戎を基準にしたものでは

なヤち蛍光X線強度の値は分析装置に依存するため、これらのデータ

をそのままの形寄 り昭することはできなヤ、

表1に各元素の定量分析結果 lLvt°/。)、 図1に K20 CaO分布図お

よびRb20SrO分布図を§ ヽ2点の須恵器イ説ずれの図でも分布が

比較的近接しており、その他の元素についても組成が近似している。

このことから、2点の須恵器′剖台上の給源地が同一もしくは陸関的近

接している可能FLDミ考えられるが、基礎試料について同様のデータが

ないことから確定的なことは言えなヤち今後このようなデータを蓄積

することで、土器の生産地篭而曰こ関する具体的な情報が得られるも

のと期待される。
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表1 蛍光X線分析結果
単位 :・t∽

'1と

らギ三・ i3苦゛十

'I

原子叱  化学式
郷

SD01

11

12

13

14

15

19

20

22

23

26

37

38

40

N物0

Mg0

Al鳥

Si鋭

P舟

K20

Ca0

Ti傷

V205

Fe203

Rb20

Sr0

Zrら

0609    1 407

0 586     0 961

23.568    22.367

65.240    64209

0 548     0 535

2 327     2 692

0 193     0 730

1.102     1 490

0 038     0 054

5,707     5 463

0.020     0.015

0.012     0.027

0.052     0.050

K20 CaO分 布図

。６

％

Rb20-S「 O分布図

図2 砂川カタダ遺跡北壁溝1条 6D01)における花粉ダイアグラム
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図 1 砂川カタダ遺跡出土須意器のK20 CaO'Rb20 SrO分 布図
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所

コー ド
】ヒ糸華 東経 調査期間

調査面積

(ピ )
調査原因

市町村

すながわ

砂川カタダ遺跡
富山市

東 老田地内
16201 284

36涯蓋

42少)

12ん少

137度

8分
20秒

平成 17年 9月

6日 ～16日
95
個人住宅

建築

にしふたまた

西二俣遺跡
富山市

西二俣地内
16201 67

36涯霊

43歩)

5秒

137涯差

7分
34秒

平成 17年 9月

6日 ～16日
94

所収遺跡名 種 男吋 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物

砂川カタダ遺

跡
集落跡 平安 溝 土師器、須恵器、弥生土器

要 約 古代～現代に形成された溝が検出された。出土した土器の帰属年代は弥生から古代末期に至る。

西二俣遺跡 集落跡 中世～近世 溝・土坑 弥生土器・土師器・須恵器 。中世土師器・珠洲・瀬戸美濃・越中瀬

戸 。近世～近代陶磁器・漆器片・骨片・種子・おにぎり状炭化物・

木製品・炭

要 約 中世～近世に形成されたと推定される溝・土坑が検出された。溝は市境や川の方向に沿つて伸びており、

旧地害1を意識した溝跡と考えられる。
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